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本日の内容 

1. 再生可能エネルギー支援制度について 

2. バイオガスプロジェクトの一例 － 活動の全容 

3. 結論 
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再生可能エネルギー支援制度について 

名称： コミュニティESCO（エネルギー・サービス企業）ファンド 

目的： 地域コミュニティが再生可能エネルギー（再エネ）を建
設・所有・運営するのに適当な技術や手段を確立すること 

タイのエネルギー省による補助金（金額は再エネの種別と規
模による） 

成果ベースの支援制度： プロジェクトが補助金を受ける前に
運転を開始している必要 

パイロットプロジェクト： 全国で25のコミュニティ再エネプロ
ジェクト 
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コミュニティ・バイオガス・プロジェクトの例 

タイはバイオマスが豊富にあり、多くのプロジェクトが地域のバイ
オマスを活用したもの 

バイオガスはバイオマスの一種、動物の糞尿を嫌気性消化するこ
とによって発生 

畜産農場は通常人の住むコミュニティの近くにある（多くのケース
ではコミュニティが農業の近くに移っていく）  

バイオガス・ネットワーク・プロジェクトは畜産農場がコミュニティの
近くにあっても問題を生じないための方法を示すことができる 

バイオガス・ネットワークとは農場で生産したバイオガスを近隣住
民につなぎ、家庭の調理用ガスとして用いるもの 
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家庭におけるバイオガス利用の例 
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小規模バイオガスシステム－家庭における生産と消費 

圧力計 

調理ガス 

脱臭装置 

調整弁 

排泄物・ 
生ごみ 



プロジェクトの活動 
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1. コミュニティでの  
話し合い 

このバイオガス・ネットワーク・プロジェクトは大規模なバイオガス生産システムにもとづいたものである。 

バイオガスは大量にあるため、農場のオーナーはコミュニティのため無償提供することに同意した。 

コミュニティはバイオガスを全世帯で利用するため、協働を求められる。 

2. 委員会設立 3. 資材調達と設置 4. 検査 
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1. コミュニティでの話し合い 

政府支援の前 政府支援の後 

プロジェクト費計： 
4,474,710円 

143世帯、各
世帯6,000円 



プロジェクト活動 
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2. 委員会設立 

委員会はコミュニティの住民から選ばれる： 
1. 委員長 
2. 副委員長 
3. 顧問 
4. 書記 
5. 渉外 
6. 受付 
委員会メンバーに対して技術・管理トレーニ
ングが実施された。 
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3. 資材調達と設置 

委員会の責任範囲： 
- 設備の注文 
- 材料の量と質の確認 
- 料金支払いと受け取り 

委員会は地元の建設会社に設置を依頼した。 
コミュニティの住民が労働力を提供した。 
チェンマイ大学が設置の品質を検査した。 



プロジェクト活動 

TOYOTA FOUNDATION INTERNATIONAL WORKSHOP AND SYMPOSIUM 
2015 HOKKAIDO UNIVERSITY, SAPPORO 

10 

4. 検査 

最終的にプロジェクトはエネルギー省
の代表によって検査された。幾つかの
鍵となる設備（バイオガス浄化（脱硫）
装置、加圧器、除水設備等）は徹底的
に検査する必要がある。 

バイオガス浄化 加圧器 



バイオガス・ネットワーク 
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パイプ網 
- 3インチパイプ = 1,050 m (赤ライン) 
- 2インチパイプ = 4,200 m (黄ライン) 
- ¾ インチパイプ = 2,800 m (図になし) 
- 除水器 = 37  

 
- 143世帯がネットワークにつながる 
- 月額使用料は世帯あたり100バーツ（約

300円） 

- 使用料収入は設備のメンテと他のエネ
ルギー・プロジェクトへの投資に使われ
る 



結論 

再エネ支援制度はコミュニティに根ざした再エネプロジェ
クトの設立を支援できる（通常、タイにおける小規模再エネ
プロジェクトは長期にわたる回収期間が必要） 

再エネプロジェクトは多くの地域の問題（特に環境問題）
を解決できる 

コミュニティ支援のための課題は投資、法制度、長期に渡
るコミットメントなど 

チェンマイ大学はタイのエネルギー省に支援ガイドライン
を提案する予定 
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ありがとうございました 
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